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立命館大学大阪いばらきキャンパス（大阪府茨木市）に
新棟（H 棟）が開設されました。同棟は社会に開かれた

「ソーシャル・コネクティッドキャンパス構想」を具現化
した施設です。学外の方も利用可能な共創空間を1 階部
分に配置し、1～4 階に相当する「TRY SQUARE」と4～
9 階に相当する「Innovation Lounge」の2つの大きな吹
抜けを有しています。本稿では、避難安全検証法・ルー
トCの採用によって実現した、吹抜けと居住空間のシー
ムレスな空間づくりと、その防災的特徴について、詳し
くご紹介頂きました。
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5．防災計画 

5.1 特徴的な吹抜け空間 

 本建物では、前節でも述べたように、2つの大きな吹抜け

を有しているのが特徴である。1つは、1～4階部分に相当し

「TRY SQUARE」と呼ぶ外部空間に対して大きく貫入させた

半屋外の吹抜け。もう1つは、「Innovation Lounge」と呼

ぶ4階から9階を雁行するように連なる内部空間に配置した

吹抜けである（（図図--99））。 

 本計画では、この2つの吹抜け空間の竪穴区画の適用除外

を大きな目的として、避難安全検証法・ルートCを採用する

ことで、吹抜けと居住空間のシームレスな空間づくりが命

題となっていた。以下に、吹抜け空間の防災的な特徴を示

す。 

 

（1）「TRY SQUARE」 

 この吹抜けは、外気に開放された空間とすることで、TRY 

SQUAREおよびその周辺の室で火災が生じたとしても、建物

内部空間での火災のように、煙が建物内に拡散し、避難に

支障がない計画としている。 

 

(2）「Innovation Lounge」 

・区画計画 

 吹抜けのあるInnovation Lounge内の各階には利用者が滞

在するラウンジ空間がある。ラウンジと吹抜け空間の一体

感を創出するため、吹抜けとラウンジの間には防火区画を

設けない計画としている。一方で、この吹抜けを介して建

物全体に火災時の煙が拡散することがないように、イノベ

ーションラウンジとデモストリート等とは防火区画を行っ

ている（図-10）。 

 

・煙制御 

 当該空間の最上部（9階）に自然排煙口を設置している。

この排煙口は、当該吹抜け内に煙が充満した場合に、圧力

が高まり吹抜け外のデモストリート等に煙が漏出するのを

防ぐための減圧機構として設置した。そのため、当該吹抜

内で火災が発生した場合に、避難中にこの自然排煙口が開

放せずとも、避難安全性が確保できるように計画している。

この排煙口は、副防災センター（守衛室）からの遠隔操作

および9階の吹抜の外側近傍に設置する手動開放装置により

開放も可能な計画である。なお、上記の理由から給気口は

設置していない。 

 

・避難計画 

雁行した空間形状を活かして避難口を配置することで、

当該空間内で火災が発生した場合でも、避難上支障のある

煙暴露状態にならないように計画している。 

 

図-10  Innovation Lounge部分の各階区画図 

 

5.2 5～9階（卒研室、実験室）の防災計画 

 5～9階には主に卒研室、実験室、教員研究室を配置した

計画としている。本計画は南北に横長の平面計画としてお

り、火災の影響を限定するためにも、大きく4つの火災区画

に分割し、安全性を高めた計画としている。避難階段は南

北の区画に計4か所の分散配置としている。 

また、中央の火災区画は主に卒研室が、デモストリート

と呼ばれる学生の共有スペースを挟んで計画されている。

デモストリートには、各卒研室の研究活動が展示されるこ

とで、学生間のコミュニケーションの活性化につながって

いる。一方で、防災計画的には、このデモストリートでの
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図-9 特徴的な吹抜け形状を活かした防災計画  
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